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イベント概要 

 

[企業名]  東洋テック株式会社 

 

[企業 ID]  9686 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2022 年 3 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2021 年 11 月 10 日 

 

[ページ数]  38 

 

[時間]   13:30 – 14:25 

（合計：55 分、登壇：45 分、質疑応答：10 分） 

 

[開催場所]  ダウンロード 

 

[会場面積]  217.43 ㎡ 

 

[出席人数]  38 名 

 

[登壇者]  3 名 

代表取締役社長  池田 博之（以下、池田） 

常務執行役員管理本部長 斉藤 達郎（以下、斉藤） 

経理部長   阿部 幸生（以下、阿部） 
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登壇 

 

司会：皆様、長らくお待たせいたしました。本日は、何かとお忙しいところ、東洋テック株式会社

様の IR ミーティングにご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

それでは、ただいまから東洋テック株式会社様の IR ミーティングを開催いたします。まず、会社

様からお越しいただいています方々をご紹介申し上げます。まず、代表取締役社長、池田博之様で

ございます。 

池田：池田でございます。よろしくお願いいたします。 

司会：続きまして、常務執行役員、管理本部長、斉藤達郎様でございます。 

齊藤：斉藤です。よろしくお願いします。 

司会：続きまして、経理部長、阿部幸生様でございます。 

阿部：阿部です。よろしくお願いします。 

司会：なお、ご説明が終わりました後、質疑応答のお時間とさせていただきたいと思います。それ

では、池田様、どうぞよろしくお願いいたします。 

池田：皆さん、今日は当社の IR ミーティングにご参集いただきまして、本当にありがとうござい

ます。コロナ禍の中でございますので、諸注意事項がございますが、ぜひ、よろしくお願いいたし

ます。 

それでは、私から最初にお手元にお配りしています資料に沿って、簡単にご説明を致します。30

分程度ご説明させていただき、事前にいただきましたご質問にお答えをした後、会場の皆様方から

の質疑応答に移りたいと思います。予定時間は 1 時間でございます。よろしくお願いいたします。 
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それでは、早速 5 ページをお願いいたします。こちらが本日私が説明するアジェンダでございま

す。 

まず、上期の決算のトピックスや概要をご説明させていただきます。その後、通期の業績予想と現

在の株式の状況、および配当金や株価の推移について触れさせていただきます。 

続きまして、今最も注力している経営課題への取り組みについて私からコメントをした上で、最近

のトピックスについても若干触れさせていただきたいと思います。 
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7 ページをお願いいたします。これが上期決算の要約でございます。 

まず一つ目、売上は棒グラフの通り 133 億 700 万円で、前年同期比で 6 億 3,100 万円の増収でし

た。これは、中身は後ほど簡単にご説明しますけれども、常駐警備という人を介する警備やビル管

理事業が比較的堅調に推移をいたしましたので増収増益となりました。中間期ベースで言いますと

11 期連続の増収という結果になりました。 

二つ目。コロナ禍の中での営業でございますが、プラス面、マイナス面の両方がありまして、プラ

ス面で言いますと、ワクチン接種会場の警備や清掃といった特需に近いものがかなりございまし

た。 

また、常駐警備でワクチン以外のものもプラスがあった反面、マイナス面という意味では、もう少

し頑張れるだろうと思っていた機器販売や工事について、予定より下回ったという影響がありまし

た。 

三つ目。東京オリンピックが今年開催されましたが、当社も人員を派遣いたしまして、大変いい経

験をさせてもらいました。2025 年以降、万博をはじめ大きなナショナルイベントが関西でもたく
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さんございますので、そういったものの布石となりました。この三つが上期のトピックスでござい

ます。 

 

続きまして、9 ページをお願いします。こちらが主要な決算数字、計数でございます。 

要点は左から 2 番目の枠囲いをしておりますけども、売上高が 133 億 700 万円。以下、ずらずら

と数字を書いております。内訳といたしましては、新型コロナウイルスの緊急事態宣言が続いてい

た中で、工事や機器販売は増収増益ではありますが計画は少し下回りました。 

一方でワクチンの集団接種会場の臨時警備でありますとか、清掃など下期も受注が続いておりま

す。この辺のプラス効果もあり、売上高は連結ベースで 133 億 700 万円。公表数字ベースで言う

と、49.3%。営業利益は 3 億 7,300 万円。こちらは 46.7%。経常利益は 4 億 1,100 万円でした。 

いずれも 50%以下の進捗ではありますが、当社は下期型でございますので、過去の業績トレンド

から考えて、右から 2 列目の通期の数字、今期の目標は 270 億円の売上、営業利益は 8 億円、経

常利益は 9 億円。この数字は変えずに、必達数字ということで今取り組んでいます。現時点では堅

調に推移をしているということでございます。 
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次に 10 ページをお願いいたします。こちらはセグメントごとの売上と利益の概要を簡単にまとめ

ております。 

まず、一番上の警備事業について簡単にご説明しますと、警備事業の売上は全体で 87 億 4,000 万

円。これは前年同期比 2 億 6,900 万円のプラス。セグメント利益も 1 億 900 万円ということで、

1,200 万円のプラスでありました。 

先ほども申し上げましたが、オリンピックの警備も寄与したため常駐警備は比較的堅調でした。機

械警備や輸送警備、ATM 管理といった金融機関の取引については、横ばいの数字でありました。

工事・機器販売は先ほど申し上げたように前期比 6,400 万円のプラスでありましたが、計画した水

準までには行かなかったということでございます。 

2 番目のビル管理事業。これは今、わが社の大きな柱の一つになりつつありますが、こちらも先ほ

どご説明しましたように、去年の上期は施設が閉鎖になったりとか学校が休校になったりという大

きな影響がありましたが今期はそういうこともなく、コロナワクチン接種会場の特需もあり、主に

ビルメンの関係会社の業績が非常に堅調に推移しました。この事業については売上高 43 億 9,200
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万円。これは前年比で言いますと、5 億 200 万円の増加。利益につきましては、1 億 7,000 万円、

前年比 1 億 1,300 万円増加ということで、この分野が大きく業績に寄与したということでございま

す。 

不動産事業につきましては、既存の不動産賃貸事業は堅調に推移しております。コロナ禍の影響で

売買の仲介がずれるということもありましたが、今現在、既に下期は販売用不動産の 3 億 3,000 万

円ぐらいの売却が契約済みであったり、8 月に取得した不動産 1 件賃料収入が 1,800 万円あった

り、これは下期にも寄与することが分かっております。 

以上がセグメントごとの売上高と利益の状況です。 

 

次に 11 ページをお願いします。一番上が東洋テック本体。東警サービス以下が連結 100%9 社、

合計 10 社の連結の内訳でございます。 

一番上の東洋テック単体の行は、連結と同様に常駐警備が好調だったので、増収増益。 
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関係会社は、実は上から二つ、三つ目の東警サービス、東洋テック姫路は若干の減益になりまし

た。 

テックビルサービス以下、ビルメン各社の業績は前年同期比、非常に改善基調にあり、一部を除い

て利益を計上したため、連結収益に大きく寄与致しました。 

 

続きまして、12 ページをお願いいたします。こちらではセグメントの売上高のさらに警備事業の

内訳について簡単に触れています。 

既にご説明していますように、常駐警備の数字が非常にプラス、工事・機器販売は回復、機械警

備、輸送警備、ATM 管理は横ばい、不動産事業は若干のマイナス、という内訳でございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

 

続きまして、13 ページをお願いいたします。こちらは連結の損益計算書の要旨でございます。ご

覧のとおりの数字であります。後ほど詳細を説明致します。 
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次の 14 ページをお願いいたします。損益計算書の中で、営業費用と原価費用の状況、内訳をご説

明しています。 

表の一番下の行、販管費と原価費用の合計では 129 億 3,400 万円と、前年同期比で費用は 5 億

3,200 万円増えております。この増減の内訳は、人件費が 1 億 3,700 万円の増加ございますが、こ

の半分は明成という買収した会社の人件費の増加であります。 

また警備外注費が 4 億 2,600 万円ほど前年同期比で増えているのですが、これは先ほど申し上げま

したように、前期に比べて業績が回復した関係会社、特にテックビルサービスなどで仕事が増えて

おりますので、仕事が増えるに伴って外注費も増えたということであります。 
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次の 15 ページをお願いいたします。こちらは営業外損益と特別損益の内訳を説明しております。 

少しご説明しますと、営業外損益の上から 3 行目のその他が前年同期比マイナス 2,900 万円となっ

ています。これは、前期は施設の閉鎖等に伴い雇用調整助成金をいただいたものが、今期はなかっ

たということで、この分がマイナスになっております。雇用調整助成金は前期に 1,600 万円ほど数

字がありました。 

その他、営業外費用で言いますと、6 行目の社債の発行費が 3,000 万円増えておりますけれども、

こちらは 9 月に発行した私募債の費用を計上しました。負債という意味では、社債を出した代わり

に長期借入金の返済期限が来たものをそのまま返済していますので、プラスマイナスは 0 でござい

ます。 

下の段の特別損益で言いますと、有価証券の売却益が前期の 9,800 万円から今期は 1,600 万円に大

分減少しておりますけれども、これは前期の持ち合い解消等を含めた保有有価証券の売却が今期は

それほど多くはなかったということで、この差額でございます。 
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またその下、特別損失のその他で 3,100 万計上していますけれども、これは本社の隣にある別館の

取り壊し費用の一部を計上したという内訳でございます。 

 

続きまして、16 ページをお願いします。16 ページ、17 ページにつきましては、連結貸借対照表、

資産、負債の金額をずらずらと記載していますが、大きな変動はございませんので、またご覧にな

っていただきたいと思います。 

強いて申し上げれば、有形固定資産は、8 月に収益物件で約 6 億 5,000 万円の物件を購入しました

ので増えているということ。また販売用不動産が 3 億円増えたというぐらいでございます。 
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17 ページは、先ほど少し申し上げましたけれども、負債の部で 1 年以内の償還予定の長期借入金

10 億円が 9 月に私募債に振り替わった程度で、大きな変動はございません。以上が上期の説明で

ございます。 
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続きまして、19 ページをお願いいたします。 

左から 2 列目のところが上期の成績でございます。下期の数字につきまして、右から 2 列目に記載

しておりますとおり上期は進捗 50%以下ですが、公表数字の売上 270 億円、営業利益 8 億円、経

常利益 9 億円という数字は最低目標としてぜひとも達成したいということで、変えずにおります。 
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20 ページは、今まで申し上げたことをグラフにしたものですので説明は割愛します。 
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続きまして、22 ページ。こちらでは株式の状況と配当金、株価の状況について簡単に触れさせて

いただきます。 

左のところ、大株主上位 10 位を記載しております。上位 10 位の変動はございません。 

トピックスといたしましては、右の段の下に記載の通り、株主様の数が前年同期比で 160 名増加

をしていることです。こちらは、全て個人株主さんの増加であります。政策保有株式を一部持ち合

い解消した、売却の受け皿として、個人の投資家さんに買っていただいたという部分と思われま

す。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

 

次の 23 ページをお願いいたします。配当金について、配当金の推移、配当性向についての説明を

しております。 

当社は非常に安定した株主さんが多いということと、株価も上げていかないといけない、個人の株

主さんをもっと増やしていきたいという思いもあって、安定配当に加えて、業績にある程度連動し

た配当という方針で実施しております。直近は、4 期連続で増配をさせていただいているというこ

とでございます。 

不透明なコロナ禍の影響や半導体不足の影響、サプライチェーン問題など、いろいろと不透明な状

況にはありますが、今期末につきましては予定どおり、上期に 15 円、下期に 15 円、年間 30 円の

配当をさせていただきたいと思っています。 

一部、二部平均、当社というふうに下のグラフで書いていますけれども、東京証券取引所の市場区

分再編の対応につきましては、私どもは現時点で適用基準を満たしているスタンダード市場に移行

したいと思っています。いずれにしても、新市場に移行いたしましても株主様を増やす努力であり
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ますとか流通株式の増加ということは、企業価値の向上をまず図ることを第一目的にして、引き続

き努力をしていきたいと思っております。 

 

続きまして 25 ページ。こちらは現在進行中の第 11 次中期経営計画の概要です。今年度は 3 年の

計画期間の最終年度にあたります。 

現状、記載の通り「変革への持続的挑戦」に向けて様々取り組んでいるわけでございますが、数字

の面で言いますと、下の段の右、売上高が 270 億円、経常利益が 9 億円を目標としております。 

それから戦略投資額は、もともと 3 年間で 90 億円という発表をしておりました。上期が終わった

時点で不動産を 1 件買いましたけれども、31 億円という実績でまだ 60 億円ぐらいを余らせている

ということであります。 
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次の 26 ページに書いております戦略投資について、31 億円と先ほど説明しました。 

8 月に一番上の段の右側に記載のレジデンス長岡京という不動産を取得いたしました。これは、わ

が社のグループとしては 6 番目の賃貸用不動産で、投資利回りが当社の目線に合ったということ。

それから、近隣企業の厚生施設として一括借り上げ、一括賃貸をしている物件でありますので、リ

スクは小さいだろうということで、築年数も非常に新しくていい物件だと考え取得をいたしまし

た。 

結果として、第 11 期の中期経営計画中の不動産取得というのは現時点ではこの 1 件だけにとどま

っておりますけれども、引き続き、戦略投資には今後とも積極的に取り組んでいきたいと思ってお

ります。 
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次は、28 ページに飛んでいただけますでしょうか。新しい商品ということで、やはり安定的に成

長していくために新しいお客様、新しい分野を開拓していかなければいけないということで、10

月から TEC-SMART という商品を販売開始しました。 

簡単に申し上げますと、今まで月に何万円も払って機械警備をやることに対して少しハードルが高

いというお客様に対して、簡単にスマホアプリで操作ができる、低価格のパッケージ商品として、

また、組み合わせによってはクラウドカメラをセットすることができる商品として売り出している

ものです。 

従来の機械警備は出入りのところでセキュリティカードを使ったりするわけですが、代わりにスマ

ホアプリでできるという非常に簡単なものになります。警備を初めて使う、例えば小規模な店舗さ

んでありますとか、多店舗展開されているような小規模店舗の方にも使っていただける商品という

ことで販売をスタートしました。 

現時点では、今まだ 20 件とか 30 件といった程度ですけれども、これは大きく育てたい商品とし

て一生懸命やっていきたいと思っております。 
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次に 29 ページをお願いいたします。こちらは、グループ再編について書いています。 

前期の 3 月期の決算においては、わが社は売上が 260 億円。内訳が簡単に書いてありますが、警

備事業で 172 億円、大体 66%ぐらい。ビル管理事業でいうと 83 億円、これが大体 32%ぐらいで

す。そして不動産事業が 5 億円と、このような事業領域における内訳でございました。 

マーケット的に見ると主業であるところの警備事業というのは、2015 年から 3 兆 3,000 億円から

3 兆 5,000 億円市場と言われております。 

一方で、警備に直結するビルの管理事業でありますとか、メンテナンス事業、清掃を含めたビル管

理事業といわれている事業分野においては、3 兆 8,000 億円から 4 兆 2,000～3,000 億円という市

場規模で増加をしているということでございます。 

私どもの警備分野は 66%と申し上げました。セコムさん、ALSOK さんという超大手の会社は別格

として、売上高 200 億円～500 億円といったような会社が 20 社、30 社ひしめく中で、一応私ども

はその分野の一角を占めていると思っております。 
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一方で、ビル管理事業につきましては 83 億円と書いています。後ほどご説明しますが、来年 4 月

にビル管理事業 4 社を統合しようと思っていまして、その統合 4 社と清掃を主体とした 2 社の売

上を合計すると、100 億円近い規模になります。単体で 100 億円のビル管理事業で考えますと、業

界ではおおよそ 50 番目ぐらいになります。 

一社一社においては 10 億円や 20 億円、テックビルサービスでも 40 数億円という規模でございま

す。現在は人材資源が各社に分散しているだとか、得意分野がそれぞれ異なる、地域が異なるなど

課題がございます。それらを一つのベクトルに集約していきたいと考えています。 

また、外注を減らすことによって内製化比率を高めたり、内部的にはいろいろなものを一つにする

ことによって効率化を図ったり。こういう効果をまずできるところからやっていこうと思い、統合

を発表いたしました。 

 

次の 30 ページに、今私が申し上げたようなことが書いています。 

ここに書いてありますテックビルサービス、共同総合サービス、森田ビル管理、明成、これらの主

として設備事業を展開している 4 社を、来年の 4 月 1 日に名実ともに東洋テックのビル管理会社



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

24 
 

だということをはっきりさせるために統合して、「東洋テックビルサービス」という社名に変更し

ます。 

目的は、先ほどご説明したとおり、人的資源を集約したり、各社の異なる強みを統合したりという

ことでございます。実際問題、ビルの新築案件や工場の移転案件というものが、東京はもちろんの

こと名古屋でも大阪でもどんどん増えています。やはり、そういった大型工事案件における警備事

業やビル管理事業を受注しようとすると、一社一社が 10 億円、20 億円の会社が応募しても実績・

経験を問われて厳しい状況です。まずスタート地点としてこの 4 社を統合することで、一つの大き

な固まりとして見てもらえます。 

またこれは来期以降の話ではありますが、新しい中期経営計画をまた 3 年間、もしくは 2026 年が

私どもの 60 周年でございますので、それに向かっての計画を今一生懸命作っているところでござ

います。ビル管理事業については、今期の 100 億円から、150 億円とか 200 億円、もっとそれ以

上の数字にしていきたいなと思っています。 

もちろん警備事業についても、M&A を含めて今の 170 億円から 200 億円、250 億円というふうに

やっていきたいと思っております。 
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続きまして、31 ページ。オリンピックのことについて簡単にご報告をさせていただきます。 

こちらは警備の JV といいまして、セコムさん、ALSOK さんが主体となったジョイントベンチャー

の要請を受けて、私どもは 74 名、7 月 14 日から 8 月 8 日まで約 1 カ月間、警備員を派遣いたし

ました。 

当初の計画に比べると、無観客試合になったり、沿道の聖火リレーが中止になったりということは

ありましたが、結果として大きな変動はなくわれわれの業績に貢献をしてくれたということです。 

売上や利益のことはさておき、やはり大変いい経験をさせてもらったというのが正直なところであ

ります。これは私も 2 回ほど行っていますけれども、国立競技場の前で派遣した人間を撮った写真

です。 

当社は大規模なイベントには欠かせない手荷物検査やボディチェックという分野はそれほど得意な

分野ではありませんでした。やはり金融機関の機械警備からスタートしている会社でございますの

で、これまでもいろいろな G20（大阪サミット）などの警備は行ってきたものの、改めてオリンピ

ックでこういう経験をさせてもらったことは貴重でした。 
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また、会場警備本部に何人かの人間を入れてもらい、集団指導体制の一員として機能して、大変評

価をいただいたということもわれわれにとっての大きなレガシーとなりました。 

今後の大阪・関西万博をはじめ、いろいろな行事が関西、大阪でも予定されています。地元を代表

する上場警備会社として、ぜひともこの経験を生かして大きく飛躍をしたいと思っています。 

 

32 ページをお願いします。大阪・関西万博に向けた取り組みについて書いています。 

オリンピックも終わり、万博も 3 年半後に迫ってきました。万博協会のほうから大会の骨格やパビ

リオン等いろいろな計画の具体化が徐々に今明らかになっている最中です。 

ざっと申し上げても 2025 年の半年間で 2,800 万人の来場者ということでございますので、184 日

間で割ると一日平均 15 万人というお客様が夢洲という狭い島に来られる。日本国内や海外から来

られるということなので、われわれの専門とする会場運営であるとか警備というものについては、

かなりの規模になることが想定されています。 
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警備員はざっと想定しても、一日あたり 1,700～1,800 人から 2,000 人ぐらいは必要だと思われま

す。入退場のセキュリティゲートの対応でありますとか、会場内警備、何かが起こったときの対

応、夜間の巡回、交通誘導やセンター監視と多岐にわたる業務がございます。 

恐らく来年度中には、入札という形で危機管理業務に関する運営の決定が徐々になされていくと理

解をしております。われわれも今、万博協会に対していろいろな会社さんとアライアンスをした

り、わが社単独であったり、いろいろな提案をおこなっている最中でございます。 

 

33 ページをお願いいたします。IR について若干触れておきたいと思います。 

大阪・関西万博が 2025 年。IR についてはいろいろな法整備等の遅れもあり、2028 年度以降と今

言われています。手を挙げている自治体は大阪、和歌山、長崎であります。 

IR に関して申し上げますと、今度は万博と違って恒久施設であります。大規模な展示場、国際会

議場、ホテル、また巷で言われていますカジノも含めたいわゆる統合型リゾート施設でありますの

で、相当な規模の警備やビルメンの需要があると思っています。 
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これも関西の上場会社を代表する 1 社として、また安心、安全を提供する警備会社として、われわ

れも積極的に関与していきたいと思っております。 

 

最後に当社の直近のトピックスについて申し上げます。まず、サステナビリティへの取り組みにつ

いてということで、35 ページに若干触れております。 

今までも SDGs や ESG に関する KPI、目標数値をわれわれなりに定めてやってきたところであり

ます。しかし CG コードの改定でありますとか、気候変動に関する財務的な枠組みを示すような要

請がある中で、会社としての新たな重要課題を決める必要があります。 

ちょうど来期以降の中期経営計画に向けて議論している最中でありますが、脱炭素化への取り組み

や ESG の取り組みなど、CO2の削減量を含めた新たな会社としての重要課題を具体的な数字とし

て策定して、われわれもそれに準じたことを行っていきます。プライム市場においてはこれが必須

と言われていますけれども、当然われわれも上場会社でございますから、その要請に応えられるよ

うな枠組みをしっかり作って取り組んでいきたいと思っています。 
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最後に 36 ページは、一つのトピックスとしてホワイト財団におけるホワイト企業の認定。最上位

ランクのプラチナランクに指定されたということをご報告いたします。 

ニトリさんとか、あいおいニッセイ同和損保さんとか、いろいろな一流企業がこの認定を取得され

ています。警備会社としてこの資格を取得したのは、当社が初ということです。採用でありますと

か、安心して働いてもらうような指標として PR、優秀な人材を確保する上でも非常に効果がある

と思っております。 

警備品質を上げていくためには、優秀な人材を 1 人でも多く抱えることが大きな条件です。また、

いろいろなビッグプロジェクトが今後控える特に関西、大阪については、われわれはレゾンデート

ルだと思っておりますので、こういう指標もしっかりと遵守してやっていきたいと思っておりま

す。以上でございます。 
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質疑応答 

 

池田：説明は以上ですが、当日のご質問をいただく前に、事前にご質問をいただいている方が何人

かおられますので、お答えを先にさせていただきます。 

まず、大阪・関西万博におけるわが社に対する業績の度合いはいかほどかという質問をいただいて

います。これは万博協会から、会場運営とか会場管理に関する計画を策定するにあたっての見積も

り依頼というのがわが社にもございました。全部を当社でできるわけではないですけれども、わが

社なりに計算をした結果、警備関係で言うと、おおよそ 170 億円。 

また装備品や備蓄品といったものが約 30 億円。合計で 200 億円ぐらいの効果、売上を見込んでお

ります。収益はこれからでございますが、これぐらいのインパクトがあります。地元の行事であり

ますから、しっかり取り組んでいきたいと思っております。 

2 つ目。TCFD、気候関連財務情報開示タスクフォースの要請に基づくわが社の取り組みについ

て、ご質問をいただいています。先ほどご説明したとおりですが、いわゆる今後のマテリアリテ

ィ、わが社に対する重要指標というものを今しっかりと見直していきます。 

具体的に言うと、ペーパーの削減とか、車の小型化とか電気化とか、今までもいろいろな指標を設

けて KPI を持って取り組んできたんですけれども、今度は CO2の排出量の具体的な提示でありま

すとか、一次、二次、三次といろいろなステージがあると思いますが、この辺りを来期以降しっか

りと開示できるように、今準備をしている最中です。開示をする方向で今検討しているということ

を、ご報告申し上げたいと思います。 

それから 3 つ目、デジタルトランスフォーメーションへの取り組みはどんなものかというご質問を

いただいています。社内においては、変革、トランスフォーメーションを起こすためにいろいろな

デジタルの力を使って、いかに効率的な運営をしていくかということだろうと思っています。 

既にいろいろな取り組みをやっていますが、稟議は既に電子稟議にしましたし、テレワークの環境

は整えています。契約書等のペーパーレス化もほぼ計画どおりに進んでおります。ビデオ会議やチ

ャットなども、今も有効に使っております。 

また、社内に昔からあるシステムを順次更新しています。巷ではレガシーシステムの更新問題と言

われているようですが、これについては来年の上期中を目安に事務のサブシステムを更新する投資

を一通り終えるつもりで進めています。 
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外向きには、新商品のところでもご説明しましたけれども、やはり求められるレベルが警備につい

てはどんどん上がっていっています。機械警備においてはセンサーが発信する異常信号によって警

備員が出動するというのが主流でした。現在は加えて画像解析技術がどんどん進んできておりま

す。 

センサーで従来監視するようなところを画像解析にすることで、ローカル AI によりカメラが学習

をして異常の度合いがある程度画像解析によってできるようになるなど技術がどんどん具現化して

いっています。 

また万引き防止用システムといいまして、いろいろな不審な挙動をする人の目線とか動作とかを

AI が学習して、カメラで解析、ここを例えばうちが警備している先のそういう量販店さんとかそ

ういうところで使えないかという話をしています。 

あとは、社会問題化している高齢化社会や労働力不足の問題に応えるためには、先ほど申し上げた

ような新商品とか新サービスを、わが社なりにいろいろなところとアライアンスをしながら取り組

んでいきたいと思っています。以上が、デジタルトランスフォーメーションへの取り組みでござい

ます。 

最後に、東京オリンピック・パラリンピックの効果、結果という質問をいただきましたが、先ほど

細かいご説明はいたしましたので省略いたします。私も現場を見てきましたけれども、無観客とは

言いながらもオリパラ開催反対派の方がワッと押し寄せたときに、私どものベテランの警備員が先

頭に立って警備をしている姿でありますとか、やはりナショナルイベントでありますから英語が必

要であるとか、様々な気づきを持って帰ってきました。 

また、今年入社した若い男性、女性社員の警備員も派遣をたくさんいたしまして、非常にモチベー

ションが上がって帰ってきて、本当によかったなと私は思っています。これからのいろいろなイベ

ントに対してしっかり対応できるような当社の大きなレガシーになったと思っています。以上でご

ざいます。以上で、ご説明と事前のご質問に対するお答えを終了いたします。 

それでは、何か会場のほうからご質問やご意見がございましたら、お答えをいたします。いかがで

ございましょうか。 

司会：なお、本日のこの IR ミーティングは、質疑応答部分も含めまして全文書き起こして公開す

る予定でございますので、もしご質問のときに会社名、あるいはお名前をおっしゃられましたら、

そのまま公開されますので、匿名をご希望される方はお名前等は名乗っていただく必要はございま

せんので、申し添えさせていただきます。 
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それでは、ご質問がおありの方、挙手していただきましたら、係の者がマイクをお持ちいたしま

す。いかがでございましょうか。 

質問者：お話をありがとうございました。大変勉強になりました。1 点、戦略投資に関して伺いた

く思っております。26 ページですけれども、戦略投資は具体的には 3 分野に分かれていると理解

を受けまして、一つが不動産事業、もう一つが横広げをするための M&A、あと資本提携という三

つに分かれていると思います。 

今の不動産市況を見ますと、やはり買いづらい状況が続いているのではないかなと思っておりまし

て、投資する先となると、やはり M&A であったりを集中して検討されるとは思うんですけれど

も。例えば今後 IR であったり、さまざまなイベントが控えている中で、どういった業種で、どう

いった業態を対象として企業買収を仕掛けられているのか。 

はたまた、また別のサービスを作り出すために、例えば IT 関連であったり、システム系の会社を

ちょっと検討していきたいということであったりとか、どういった将来を見据えて M&A、資本提

携を検討されているのか、その辺りをお答えいただける範囲で伺いたいなと思っております。 

池田：ご指摘のこの戦略投資の内訳というのは、別に内訳を決めてやっているわけではありませ

ん。 

この資本提携の欄も、警備会社の他に一般事業会社と一番下にありますが、これは当社の警備業や

ビルメン業に全く関係ないということではなくて、そこから派生する、もしくは周辺にある、もし

くは同業の会社、技術を持っているところに今まで投資をしたり、提携をしたりしてきました。 

この一番下のソフトウェア開発業という会社も、実は私どもで既に警備の現場で使っております。

具体的に言うと Buddycom というシステムなんですけども、そういう会社さんを、実際に業務と

して使用するのにお話をいただいて投資を致しました。 

不動産は、おっしゃるように目線を高く持ってやっております。これももともとは警備とかビルメ

ンの仕事に資するためには、まずビルを移ったり建てたりするときに不動産が当然絡むので、関連

してテック不動産という会社を作ってやっています。 

一方で収益不動産というのも、例えば既存のビルを買った場合に、既存の警備会社さんと契約があ

ったりしますので、これがずっと続くとは思っていません。 

当社は総資産が大体 300 億円ぐらいの会社で、純資産が 200 億円ぐらいある会社でございますの

で、戦略投資枠は 90 億円と言っていますけれども、来期以降も、さらに警備業やビルメン業およ
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びその周辺、安全、安心に係る業務、業態、業種については、積極的に投資をしていきたいと考え

ています。 

もう少し具体的に言いますと、不動産は既存の物件を未来永劫持ち続けるということではなくて、

例えば大きな物件があって、ビルメンも警備もできということであれば、入れ替えもあれば純投資

ということも考えられます。 

M&A については、今まで買ってきた会社は大体オーナー系の企業でのれん代はほとんどかかって

いないような比較的小規模な会社でありました。今もお話をいただいているような会社は、やはり

非上場の会社で、後継者問題などいろいろなことがあってご紹介をいただいている会社が複数あり

ます。 

私も直接会ったりしましたがしっかり相乗効果を生んで、将来のわが社の売上・収益に資するので

あればどんどん積極的に投資をしていきたいと思います。 

システム会社やソフトウェア会社も、全く関心がないというわけではございません。独力で開発し

て全部やるには、ちょっとこの業界はなかなか難しいなという思いもありまして、いい話がありま

したらぜひご紹介をいただきたいと思います。以上です。 

司会：どうもありがとうございました。ほかにご質問がおありの方、おられませんでしょうか。 

池田：いかがでございましょうか。あまり私が言うことではありませんが、何とか前年同期比では

増収増益という中間決算の結果ではあったものの、まだまだ利益率などの課題が多いと思っていま

す。ビルメン 4 社の統合というのも第一歩だと思っていますし、もっといろいろな会社とアライア

ンスをしたりしながら売上だけではなくて、やはりそれに見合ったような利益率を求めていきたい

と思っています。 

伊藤レポートによると ROE は 8%、ISS さんの指標によると 5%以上というのが当初の基準です

が、全くその数字には達していません。 

ビルメン業も警備業も、労働集約的な部分が非常に多い業種です。そのような中でわれわれが生き

ていこうとしたときに何を考えるかといったら、やはり「この分野、この地域、もしくはこれにつ

いてはまとめて東洋テックに任せよう」と言ってもらえるようになることだと思います。 

例えば、金融機関さんで輸送警備や機械警備、常駐警備をやっているわけですが、キャッシュレス

の時代で店舗を閉鎖されたり規模の縮小が進んでいるのも事実です。しかしキャッシュそのものが

なくなることはないと思っていますので、信用金庫さんをはじめ、地銀さんや大手の銀行さんを含

めて、警備だけではなく、ビルを丸ごとお預かりするような事業を進めていきたいと思っていま
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す。実際に今、りそな銀行の大阪本社ビルというのは、われわれの 100%会社である森田ビル管理

という会社が、ビル管理の仕事をしています。警備は当社の警備員が常駐しております。そういう

ことがほかの金融機関さんでもできないかということで、今話はいろいろいただいていますので、

しっかりと取り組んでいきたいと思っています。 

できることはまだまだあると思っていますが、何せ、あまり偉そうに言えるほどの数字ではないの

で、次にこういう機会があったときには、もうちょっといい数字をご報告できるように頑張りたい

と思います。引き続き、ぜひ情報提供をよろしくお願いしたいと思います。 

ほかにございませんか。よろしいですか。 

司会：ご質問はよろしゅうございますでしょうか。それでは、これで質疑応答の時間は終わらせて

いただきます。本日は池田さんをはじめ、皆様、お忙しいところお越しいただきまして、ありがと

うございました。 

池田：どうもありがとうございました。 

司会：では、以上をもちまして、東洋テック株式会社様の IR ミーティングを終了させていただき

ます。本日は、皆様、ご出席いただきましてありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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